
Ⅱ　花き(切花)情報

６月(中旬)までの経過

　販売経過　（東京都中央卸売市場大田市場）

７月の見通し

ｘ

５月の入荷量と単価の経過≪確定値≫ 〔㈱大田花き〕

花き流通情報連絡協議会資料より作成　平年値は過去３カ年の平均

㈱フラワーオー
クションジャパ
ン

天候次第であるが、上旬～中旬にかけて品薄傾向の展開となり、
かつ、下旬にかけて８月出荷が一気に前進する展開も予想され、
苦戦する恐れがある。

㈱大田花き
上旬から入荷量がまとまり、７月盆用は問題なく納品できる見込
み。中・下旬より、高冷地の出荷も始まるため、中旬以降は安定
した入荷となる見込み。

㈱大田花き
品種バリエーション、品質も良くなる。季節品目としての需要が
増えてくると見込まれる。

　品目別経過  

品目 見　通　し

品目 経　　過

㈱大田花き
オレンジ、黄色系以外に、八重系や茶色系などの品種バリエー
ションも増えてきた。父の日需要は、金曜日中心に堅調な販売と
なった。父の日以降は、天候要因含め動きは低調となった。

バラ

ヒマワリ

㈱フラワーオー
クションジャパ
ン

入荷量は前年よりやや少なく推移し、単価は前年並となった。小
売店の引き合いが鈍く特に下位等級は軟調となった。

ヒマワリ

トルコキキョウ

輪ギク

ユリ
（鉄砲ユリ）

㈱世田谷花き
高冷地の出荷が始まったが、まだ微増な状況。動きは鈍く、低調
な販売となった。

入荷量

相場

動向

５月下旬は前年をやや下回り、６月上旬は前年並、６月中旬は前年をやや下回った。

５月下旬は前年をかなり上回ったが、６月上旬は前年並、中旬は前年をかなり下回っ
た。

５月いっぱいは需要高による高値が続いたが、６月に入り、潤沢な入荷量に対して需要
減が重なったことで値崩れを起こした。

項目 経　　過

５月下旬は６月の父の日・婚礼需要に向けて入荷量は持ち直したものの、相場はキク、バラ、カーネーション、

ひまわり等量があるものが振るわず、続落した。６月上旬以降は入荷量こそ前年並～やや減であったが、需

要減により相場は更に下がった。
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